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津戸　敬
たかし
1）、藤永理恵子2）、武田有一郎2）、柳田真樹子2）、
高橋　一豊2）、西嶋　　長2）、渡辺美恵子2）、池田能利子2）、
森　　英樹2）、猪股　克彦2）、谷村　　学2）
【はじめに】病棟薬剤業務により、薬剤師の業務が拡充してきている。抗がん剤をは
じめ、注射薬の無菌混合においては、暴露対策や、薬剤師が調製するなど安全性を
担保することが重要です。そこで、日赤薬剤師会薬剤業務委員会では、毎年、全施
設に薬剤業務調査を実施した。今回は、注射薬混合調剤業務について報告する。【方法】
平成29年10月、全国赤十字病院93施設を対象にアンケート調査を実施した。【結果】
注射剤混合調剤業務の実施施設は、平成28年と平成29年を比べると変化は無かった。
しかし、TPNを薬剤師が調製している施設は、4施設増加した。また、外来患者の抗
癌剤混注調剤をしていない施設が17施設ある。平成29年における閉鎖式接続器具の
使用は、62施設と増え、全て使用している施設が4施設でした。【考察】抗癌剤の調製
を薬剤師が行っている施設が増加し、医薬品の安全管理において重要な役割を果た
している。細胞毒性を持つ抗癌剤などの注射医薬品は、チーム医療において、薬剤
師が、安全な調製方法や投薬方法、職業性曝露の予防と対策について積極的に取り
組み、さらに薬物療法の質の向上に向けて、貢献していくことが求められる貢献し
ている。
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